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意に低く（mean 15.0 vs. 17.3, p = 0.050：点数が低いほど共感性が高い）、意思決定




























方が Paternalistic スタイル群に比べ、共感性の点数が有意に低く（mean 15.0 vs. 17.3, p = 
0.050：点数が低いほど共感性が高い）、意思決定の葛藤の点数も有意に低かった（51.1 vs. 56.8, 
p = 0.002：点数が高いほど葛藤が強い）。感情変化は両群で差が無かった。76％の参加者が
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